
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 総合政策部
課 企画政策課
担当 企画政策担当

分野 4 生活環境に関する方針 分野

プロジェクト名 A12 コミュニティ施設など公共公益施設の充実

基本目標 2-3 子どもからお年寄りまで快適で安心・安全に暮らせるまち 基本目標

施策 421 地域コミュニティを活性化する施設の充実 施策
方針 42 地域で支え合えるまちをつくる 方針

事業の目的及び概要
便利で暮らしやすいまちづくりを推進するため、「都市拠点」と位置付けたＪＲ行田駅周辺に、行政サービス施設の充実を図るとともに、「地域生活圏」では、公民館や自治会館などの施設の
充実や小・中学校の有効活用等により地域コミュニティを活性化する施設の充実を図る。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

ＪＲ行田駅周辺の公共公益施設の整備方針を決定する。

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25
ＪＲ行田駅の駅前広場再整備の方針決定に合わせて
検討する。

　ＪＲ行田駅の駅前広場再整備の方針決定に合わせて
検討した。

H27
　「ＪＲ行田駅前広場周辺再整備基本計画」を踏ま
え、複合施設庁内検討委員会を組織し、検討委員会
において複合施設の機能を決定する。

　平成２７年５月１３日に「ＪＲ行田駅前複合施設庁
内検討委員会」を設置した。
　平成２７年６月２日に第１回委員会を開催し、複合
施設の機能を検討した。
　また、平成２８年１月から３月まで周辺住民に対
し、複合施設の機能における利用ニーズを把握するた
めのアンケートを実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

H26
ＪＲ行田駅の駅前広場再整備の方針決定に合わせて
検討する。

　平成２７年３月の「ＪＲ行田駅前広場周辺再整備基
本計画」策定に伴い、複合施設庁内検討委員会の立上
げ準備を行った。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29
「ＪＲ行田駅前広場周辺再整備事業まちづくり検討業
務」において、遊休市有地等の活用について検討す
る。

「ＪＲ行田駅前広場周辺再整備事業まちづくり検討業
務」において、遊休市有地等の活用に向けた事業ス
キームの検討や企業ヒアリングを実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28
　複合施設庁内検討委員会において、複合施設全体
の整備方針を決定する。

　平成２７年度に実施したアンケート結果を勘案し、
平成２９年度より実施する「ＪＲ行田駅前広場周辺再
整備事業まちづくり検討業務」のなかで、複合施設を
はじめとするＪＲ行田駅前広場周辺の再整備に向け
た、事業スキームの検討や企業ヒアリングを行うこと
とした。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 見直しを行ったうえで推進

施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段


